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平
成
二
年
度
の
科
学
研
究
費
補
助
金

（
国
際
学
術
研
究
）
を
受
け
て
、
二
年

九
月
二
十
四
日
成
田
発
、
三
十
日
帰
着

の
日
程
で
パ
リ
所
在
の
文
献
資
料
の
予

備
調
査
を
行
な
っ
た
。
当
館
の
小
峯
和

明
助
教
授
と
私
が
赴
き
、
現
地
で
欧
米

各
地
資
料
調
査
の
た
め
滞
在
の
実
践
女

子
大
学
文
学
部
の
佐
藤
悟
助
教
授
の
御

協
力
を
得
た
。
現
地
時
間
の
二
十
四
日

夕
に
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
に
着
い
た
時
に

は
ひ
ど
い
俄
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
そ

の
後
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
現
地
の
方
々

の
多
大
の
御
配
慮
の
下
に
順
調
に
資
料

を
閲
覧
、
し
か
も
そ
の
資
料
の
殆
ん
ど

は
近
世
関
係
の
珍
本
と
あ
っ
て
、
私
に

は
至
福
の
日
日
で
あ
っ
た
。

パ
リ
国
立
図
書
館
で
は
同
館
写
本
部

の
小
杉
惠
子
氏
が
親
切
に
御
世
話
下
さ

っ
た
。
写
本
部
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
版

パ

リ

訪
書
行長

谷

の
「
落
葉
集
」
「
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
」

の
他
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
す
銀
、

り
わ
り
」
他
の
奈
良
絵
本
が
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
先
年
当
館
に
客
員
と
し
て
お

い
で
の
ピ
ジ
ョ
ー
教
授
に
も
久
し
ぶ
り

で
お
目
に
か
か
り
、
右
の
貴
重
な
諸
書

お
よ
び
若
干
の
版
本
に
眼
福
を
得
た
。

版
画
部
で
は
三
日
間
御
世
話
に
な
っ

た
。
同
部
の
方
に
多
大
の
御
好
意
を
い

た
だ
き
有
難
い
事
で
あ
っ
た
。
所
蔵
書

全
体
へ
の
大
体
の
見
通
し
を
得
た
い
が

た
め
に
、
特
に
御
配
慮
を
い
た
だ
き
、

ま
た
限
ら
れ
た
時
間
内
に
許
さ
れ
る
限

度
一
杯
の
閲
覧
請
求
を
し
て
出
来
る
だ

け
多
く
の
書
物
に
接
す
る
よ
う
に
努
め
、

御
面
倒
を
お
か
け
し
た
事
で
あ
る
。

今
回
私
た
ち
の
閲
覧
し
た
書
物
は
、

デ
ュ
レ
ー
と
ル
ポ
ー
デ
ィ
の
旧
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
前
者
に
は
印
刷
単
行

ー

川

強

次一の
目
録
が
あ
り
、
ま
た
両
者
を
通
し
た

カ
ー
ド
目
録
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
前

者
の
う
ち
印
刷
目
録
初
の
七
十
五
点
に

つ
い
て
は
、
古
典
文
庫
第
四
六
八
冊

「
好
色
ひ
と
も
と
薄
」
末
に
吉
田
幸
一

氏
が
印
刷
目
録
の
解
説
を
も
と
に
紹
介

し
て
お
ら
れ
、
演
劇
資
料
に
つ
い
て
は

鳥
越
文
蔵
氏
の
「
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
日
本

近
世
演
劇
資
料
」
（
演
劇
学
六
号
）
お

よ
び
「
剛
割
蝿
敬
古
浄
瑠
璃
集
』
（
校

倉
書
房
）
に
書
目
・
解
題
・
翻
刻
が
あ

る
。
ま
た
絵
本
に
つ
い
て
は
松
平
進
氏

の
「
師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
」
（
青
裳
堂

書
店
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は

江
戸
後
期
の
絵
本
閲
覧
に
及
ぶ
時
間
が

な
か
っ
た
の
で
後
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、

吉
田
氏
の
御
紹
介
を
も
と
に
若
干
の
心

覚
え
を
し
る
し
、
ま
た
諸
氏
の
触
れ
て

お
ら
れ
な
い
ル
ポ
ー
デ
ィ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
う
ち
の
幾
ら
か
の
書
物
を
紹
介

す
る
事
に
す
る
（
番
号
は
吉
田
氏
の
も

の
と
の
対
照
の
便
の
た
め
に
付
し
た
）
。
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認
し
て
い
な
い
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３
「
伊
勢
物
語
」
は

覆
刻
本
、
５
「
百
人
一
句
」
は
京
の
谷

口
三
余
版
、
７
「
平
治
物
語
」
二
冊
は
、

巻
二
・
三
の
二
冊
、
丹
緑
本
、
８
「
た

か
た
ち
」
以
下
田
・
皿
・
脂
・
肥
・

Ⅳ
・
焔
・
岨
・
加
・
瓠
・
岨
・
記
・

弱
・
訂
・
記
・
弱
・
帥
・
田
・
砲
・

侭
・
鮨
・
“
・
師
・
錦
㈲
’
四
・
的
・

加
・
刀
・
泥
・
沼
お
よ
び
「
野
老
役

者
」
に
つ
い
て
は
鳥
越
氏
前
記
論
考
を

参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
⑬
「
曽

我
」
第
一
冊
の
内
題
は
「
ゆ
い
せ
き

課
」
、
、
「
近
江
国
滋
賀
物
語
」
の
内

題
は
「
祝
言
記
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
沼

「
妹
背
山
」
は
「
お
み
わ
吉
田
文
五
郎
／

も
と
め
吉
田
文
蔵
」
と
あ
り
、
丸
小
刊

の
浄
瑠
璃
絵
尽
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思
う
。
わ
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国
に
伝
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の
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狂
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引
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釘
・
蛆
・
網
《
“
は
松
平
氏
著
書
を
参

照
さ
れ
た
い
。
羽
「
伊
勢
物
語
」
は

「
伊
勢
物
語
頭
書
抄
』
、
俎
「
若
衆
」
は

版
心
の
「
和
歌
集
」
を
題
名
に
採
り

「
三
四
百
・
豐
○
巳
と
し
た
も
の
、
末
に

「
文
明
十
六
年
霜
月
中
旬
／
宗
祇
在
判
」

と
あ
り
、
漆
山
氏
「
絵
本
年
表
」
一
に

延
宝
七
年
の
項
に
掲
げ
る
「
自
讃
歌

註
」
と
思
わ
れ
る
が
、
版
元
は
漆
山
氏

の
い
う
須
原
屋
で
な
く
松
会
で
あ
る
。

蛇
『
百
人
一
首
像
讃
抄
」
は
「
元
禄
五

歳
＄
初
秋
吉
旦
明
林
軒
開
板
」
の
刊

記
、
妬
「
和
国
百
女
』
は
松
平
氏
の
い

わ
れ
る
中
・
下
巻
序
を
除
く
後
印
本
、

幻
・
妃
の
「
姿
絵
百
人
一
首
」
は
と
も

に
木
下
甚
右
衛
門
の
刊
本
で
あ
る
が
、

前
者
は
住
所
が
小
伝
馬
三
丁
目
、
後
者

は
大
伝
馬
弐
丁
目
に
な
っ
て
お
り
、
後

者
の
方
が
刷
が
よ
い
。
卵
「
諸
国
安
見

回
文
の
絵
図
」
は
小
本
一
冊
、
末
尾
に

欠
丁
が
あ
る
。
各
丁
下
半
が
絵
図
に
な

っ
て
い
る
が
、
「
宝
永
四
亥
六
月
」
云

々
は
な
い
。
副
「
縣
湖
歌
仙
金
玉
抄
」

は
「
洛
陽
散
人
Ⅲ
雲
子
」
の
序
、
「
七

月
日
／
松
会
開
刊
」
の
刊
記
。

ル
ポ
ー
デ
ィ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
殊
に
小
説
類
な
ど
今
ま
で
に
紹

介
さ
れ
て
い
な
い
。
一
部
デ
ュ
レ
ー
本

を
も
含
め
て
目
に
つ
い
た
押
目
を
あ
げ

る
と
、
仮
名
草
子
で
は
、
犬
つ
れ

人
～
・
大
坂
物
語
（
刊
記
「
慶
安
配
下

夏
」
）
・
同
（
刊
記
な
し
）
・
糺
物

語
・
曽
呂
利
は
な
し
・
為
愚
擬
物
語
・

狂
歌
咄
・
狗
張
子
・
同
（
寛
政
版
）
な

ど
、
西
鶴
本
で
は
、
色
里
三
所
世
帯
が

目
下
天
下
の
孤
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。

上
中
下
四
冊
（
下
を
二
冊
に
分
け
る
）
、

巻
末
に
貞
享
五
年
六
月
の
年
記
が
あ
っ

て
版
元
名
は
な
い
。
刷
は
よ
い
が
挿
絵

一
部
に
後
人
の
墨
抹
が
あ
る
ｃ
名
古
屋

の
風
月
堂
の
貸
本
で
あ
る
。
他
に
日
本

永
代
蔵
（
三
都
版
）
・
同
（
西
沢

版
）
・
好
色
五
人
女
（
森
田
版
）
・
本

朝
桜
陰
比
事
（
万
屋
・
柏
屋
刊
本
）
・

西
鶴
置
土
産
・
俗
つ
れ
ノ
ー
、
以
後
の

浮
世
草
子
で
は
、
古
典
文
庫
に
入
っ
た

宮
戸
川
物
語
・
好
色
ひ
と
も
と
簿
、
吉

田
氏
の
注
目
さ
れ
た
下
谷
桂
お
と
こ
の

他
、
御
前
義
経
記
・
元
禄
曽
我
物
語

（
東
海
道
敵
討
）
・
傾
城
禁
短
気
（
文

政
十
二
年
刊
本
）
・
近
士
武
道
三
国

志
・
商
人
職
人
懐
日
記
・
忠
義
太
平

記
・
本
朝
会
稽
山
・
勧
進
能
舞
台
桜
・

倭
織
錦
船
幕
・
柿
本
人
麿
誕
生
記
・
商

人
軍
配
記
・
世
間
旦
那
気
質
な
ど
、
他

に
君
臣
図
像
（
整
版
本
）
・
紙
鳶
・
正

月
揃
・
傾
国
乱
髪
・
役
者
職
敵
（
三
都

揃
）
・
草
の
種
・
諸
鞍
奥
州
黒
・
倭
花

小
野
五
文
字
、
そ
れ
に
役
者
せ
り
ふ
集

な
ど
。
御
前
義
経
記
・
元
禄
曽
我
・
正

一
）

月
揃
な
ど
原
装
初
印
の
美
本
で
あ
る
。

乱
髪
は
影
印
紹
介
が
あ
り
、
奥
州
黒
も

稀
書
複
製
会
本
が
あ
る
が
、
珍
本
と
い

う
べ
く
、
小
野
五
文
字
も
珍
で
あ
ろ
う
。

吉
田
氏
の
目
録
七
十
五
部
は
デ
ュ
レ

ー
本
の
元
禄
期
以
前
に
限
定
し
た
と
お

書
き
で
あ
る
が
、
目
録
カ
ー
ド
に
付
け

ら
れ
た
整
理
番
号
は
、
現
状
が
合
綴
し

て
一
冊
で
あ
れ
ば
一
番
号
、
原
態
五
冊

現
状
五
冊
な
ら
五
連
続
番
号
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
従
っ
て
カ
ー
ド
の
番
号
か

ら
正
確
な
部
数
を
知
る
事
は
不
可
能
な

が
ら
、
デ
ュ
レ
ー
・
ル
ポ
ー
デ
ィ
合
せ

て
四
千
程
の
番
号
が
付
い
て
い
る
。

以
上
は
時
間
の
関
係
で
カ
ー
ド
の
み

に
よ
る
も
の
も
あ
り
、
原
本
を
閲
覧
し

得
た
も
の
も
正
に
電
覧
、
少
時
の
目
賭

に
過
ぎ
ず
、
今
後
の
改
め
て
の
精
査
を

俟
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
方
に
は
唾
誕
の
資
料
が
多
い
事
と

思
う
。
な
お
平
成
三
年
度
以
降
も
調
査

を
希
望
し
て
い
る
。

一
般
の
閲
覧
に
は
一
日
十
二
部
ま
で

と
い
う
制
限
の
あ
る
事
は
前
述
し
た
が
、

そ
の
他
閲
覧
証
は
期
限
三
日
ま
で
は
そ

の
場
で
発
行
し
て
も
ら
え
る
が
、
そ
れ

以
上
の
日
数
の
時
は
有
料
で
写
真
を
必

要
と
す
る
。
注
意
さ
れ
た
い
。

あ
と
一
日
ギ
メ
東
洋
美
術
館
図
書
館

（
六
ペ
ー
ジ
へ
）

ー

張
小
玲

韓
国
モ
ダ
’
一
ス
ト
の
日
本
文
学
受
容

Ｉ
李
箱
時
と
横
光
利
一
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

佐
野
正
人

島
尾
敏
雄
「
日
の
移
る
と
試
詰

フ
ィ
リ
ヅ
プ
・
ゲ
イ
プ
リ
エ
ル

水
上
文
学
と
中
国
何
森
耀

公
開
鋼
漬

平
家
物
賠
の
文
章
の
研
究カ

レ
ル
・
フ
ィ
ア
ラ

王
朝
の
楽
人
達

ｌ
音
楽
史
の
一
断
面
ｌ
福
島
和
夫

記
録

日
程
お
よ
び
研
究
集
会
の
経
過

参
加
者
名
練

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
名
簿

国
際
日
本
文
学
研
究
纂
会
会
簸
録
（
第
Ｍ
回
）

あ
い
さ
つ
小
山
弘
志

研
究
発
表

「
桃
太
郎
」
に
お
け
る
鬼
退
治
の
意
味

呉
讃
旭

説
経
節
「
小
栗
」
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
へ

ニ
コ
ラ
・
リ
ス
ク
テ
ィ
ン

朝
鮮
通
信
使
と
歌
舞
伎
朴
賛
基

虫
龍
を
め
ぐ
る
詩
歌
史
管
見
鈴
木
健
一

漢
詩
文
中
広
大
な
精
神
文
化
的
空
間

ｌ
明
治
初
期
中
、
日
文
人
に
よ
る
漢
詩
応

酬
の
一
例
Ｉ

葉
英
樹

森
鴎
外
の
「
高
瀬
舟
」
と
外
国
文
学

－ 2－
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日
本
文
学
の
特
質

ｌ
西
行
の
研
究
ｌ

小
峯
和
明

今
年
度
の
共
同
研
究
は
、
当
館
の
客

員
教
授
と
し
て
招
聰
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
大
学
教
授
の
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ラ

フ
ル
ー
ア
教
授
を
中
心
に
、
「
西
行
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
あ
げ
た
。

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
館
外
か
ら
東

京
女
子
大
学
教
授
の
大
隅
和
雄
氏
、
東

京
大
学
教
授
の
久
保
田
淳
氏
、
東
京
大

学
教
授
の
坂
部
恵
氏
、
元
東
洋
大
学
教

授
の
高
木
き
よ
子
氏
、
秋
草
学
園
短
期

大
学
副
学
長
の
目
崎
徳
衛
氏
、
大
正
大

学
教
授
の
山
田
昭
全
氏
の
各
氏
、
館
内

か
ら
小
山
弘
志
館
長
、
松
野
陽
一
教
授
、

山
崎
誠
助
教
授
、
佐
伯
真
一
助
教
授
、

佐
々
木
孝
浩
助
手
、
小
峯
和
明
が
参
加
。

四
月
か
ら
八
月
ま
で
毎
月
一
回
、
館
外

の
方
々
の
研
究
発
表
を
主
体
に
以
下
の

ご
と
く
行
っ
た
。

四
月
・
ラ
フ
ル
ー
ア
教
授
の
西
行
歌

の
翻
訳
を
め
ぐ
る
基
調
報
告

五
月
・
山
田
昭
全
氏
「
富
士
の
煙
と

鴫
た
つ
沢
と
」

六
月
・
高
木
き
よ
子
氏
「
西
行
の
宗

教
意
識
ｌ
桜
の
歌
を
中
心
に
ｌ
」

ｌ
共
同
研
究
報
告
Ｉ

七
月
・
大
隅
和
雄
氏
「
遁
世
門
の
祖

師
と
し
て
の
西
行
像
」

八
月
・
坂
部
恵
氏
「
西
行
に
関
す
る

若
干
の
コ
メ
ン
ト
」

久
保
田
淳
氏
「
西
行
の
こ
と

ば
に
つ
い
て
の
断
章
」

歌
人
と
し
て
の
西
行
や
宗
教
者
と
し

て
の
西
行
の
検
証
を
は
じ
め
、
西
行
の

和
歌
の
表
現
に
関
す
る
特
質
な
ど
、
ざ

ま
ざ
ま
に
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
が
交
わ

さ
れ
た
。
こ
と
に
西
行
の
求
道
の
姿
勢

や
悟
り
の
問
題
、
あ
る
い
は
西
行
の
歌

の
英
訳
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
盛
り
上
が

っ
た
。
古
典
語
の
世
界
だ
け
で
は
み
え

な
い
、
西
洋
の
美
意
識
や
宗
教
意
識
と

の
か
さ
な
り
や
ず
れ
に
ま
で
視
野
が
及

び
、
比
較
文
化
研
究
か
ら
西
行
が
照
射

さ
れ
た
刺
激
的
な
研
究
会
で
あ
っ
た
。

宗
教
の
問
題
も
か
ら
ん
で
、
な
か
な

か
全
体
像
が
と
ら
え
に
く
い
西
行
と
い

う
存
在
や
そ
の
表
現
の
一
端
に
迫
り
え

た
点
で
、
満
足
す
べ
き
成
果
が
得
ら
れ

た
と
い
え
る
。
学
際
的
な
研
究
の
場
の

意
義
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
会
に
合
わ
せ
、
五
月
に

ラ
フ
ル
ー
ア
氏
と
山
田
昭
全
氏
を
講
師

と
し
て
、
西
行
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
演

会
が
開
か
れ
た
。

ｰ

本
共
同
研
究
は
、
平
成
元
年
度
か
ら

の
継
続
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
松
宇

文
庫
（
昭
和
六
○
・
六
一
年
度
に
調

査
・
収
集
済
み
）
の
所
蔵
に
か
か
る
俳

書
の
目
録
を
作
成
・
公
刊
し
、
広
く
一

般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具

体
的
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
「
館
報
」
第
誕
号
（
平
２
．
３
）
に

掲
載
の
「
共
同
研
究
報
告
」
や
「
平
成

元
年
度
共
同
研
究
報
告
書
」
（
平
２
．

６
）
な
ど
に
記
し
た
の
で
、
詳
細
は
そ

れ
ら
の
報
告
書
に
譲
り
、
省
略
す
る
。

今
年
度
の
共
同
研
究
が
、
昨
年
度
と

異
な
る
点
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
、
二

一
名
か
ら
一
○
名
に
縮
小
変
更
さ
れ
た

こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
研
究
会

活
動
の
一
層
の
能
率
化
を
は
か
る
た
め

の
措
置
で
あ
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
が
分

担
し
て
取
り
組
む
調
査
カ
ー
ド
の
原
稿

化
、
と
い
う
基
本
的
な
作
業
は
、
今
年

度
も
引
き
続
き
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
実
作
業
の
方
は
、
昨
年

度
の
メ
ン
バ
ー
と
も
連
絡
を
と
り
あ
い

な
が
ら
進
め
て
い
っ
た
。

研
究
会
の
方
は
二
回
開
催
さ
れ
、
各

メ
ン
バ
・
－
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
執
筆

に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る

松
宇
文
庫
の
調
査
研
究

竹
下
義
人

シ

場
と
し
て
機
能
し
、
一
応
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ぎ
に
原
稿
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
簡
単
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

昭
和
六
○
年
度
調
査
分
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昨
年
度
中
に
完
了
。
つ
い
で
次

年
度
調
査
分
に
つ
い
て
は
、
一
部
な
お

も
執
筆
中
で
、
当
初
の
計
画
よ
り
若
干

遅
れ
て
出
来
の
予
定
で
あ
る
。
こ
の
遅

延
は
、
主
に
当
館
で
の
原
文
と
の
照
合

作
業
に
際
し
、
当
該
年
度
分
の
紙
焼
写

真
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る

も
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

閲
覧
は
、
予
想
以
上
に
作
業
効
率
を
低

下
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、

そ
う
し
た
執
筆
上
の
不
便
な
点
も
、
平

成
三
年
度
早
々
に
は
解
消
さ
れ
る
見
通

し
が
立
っ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
原
稿
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
と
り
か
か
り
、
年

度
内
に
は
点
検
・
整
理
を
済
ま
せ
、
将

来
の
入
稿
に
備
え
る
予
定
で
あ
る
。

出
版
社
の
選
定
や
刊
行
の
時
期
な
ど

に
つ
い
て
は
、
二
、
三
の
私
案
が
提
出

さ
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
具
体
化
す
る

に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
原
稿
の
進
捗
状
況
を
考
慮
し

つ
つ
、
今
後
、
有
志
間
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
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天
理
本
「
古
今
集
耕
雲
聞
書
」
を
中

心
と
し
て
、
南
北
朝
期
古
今
集
注
釈
書

の
、
同
注
釈
史
上
に
お
け
る
位
満
を
探

り
、
併
せ
て
耕
雲
歌
学
の
背
景
を
考
究

す
る
の
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
ま
ず
本
文
の
翻
刻
を
行
い
、

内
容
を
他
の
古
今
集
注
釈
資
料
と
対
照

す
る
こ
と
が
、
中
心
と
な
っ
た
。
対
照

資
料
と
し
て
は
、
作
者
が
判
明
し
て
い

る
か
、
そ
の
注
釈
と
し
て
の
位
置
が
す

で
に
研
究
ざ
れ
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
資

料
で
、
耕
雲
と
同
時
代
の
も
の
ま
で
を

取
り
上
げ
た
。
教
長
注
、
顕
昭
注
、
顕

注
密
勘
、
僻
案
抄
、
為
家
序
抄
、
為
家

抄
（
天
理
本
）
、
為
相
注
（
広
貞
注
）
、

三
秘
抄
、
明
疑
抄
、
古
今
和
歌
集
序
聞

書
三
流
抄
、
伝
頓
阿
序
注
、
毘
沙
門
堂

本
注
、
六
巻
抄
、
浄
弁
注
、
伝
兼
好
注
、

親
腸
注
、
い
わ
ゆ
る
冬
良
注
で
あ
る
。

こ
れ
を
研
究
貝
が
各
自
何
本
か
ず
つ
分

担
し
て
調
査
し
、
各
回
の
担
当
レ
ポ
ー

タ
ー
が
ま
と
め
る
方
法
を
と
っ
た
。
ま

た
そ
の
過
程
で
気
付
い
た
問
題
点
に
つ

い
て
報
告
し
、
皆
で
討
議
し
た
。
底
本

と
の
類
似
関
係
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

仮
名
序
部
分
で
は
三
流
抄
と
毘
抄
門
堂

南
北
朝
期
古
今
集

注
釈
書
の
研
究

高
梨
素
子

本
で
、
歌
集
部
分
で
は
顕
注
密
勘
と
毘

沙
門
堂
本
で
あ
っ
た
。
仮
名
序
で
「
口

伝
云
」
と
す
る
場
合
の
口
伝
は
ほ
ぼ
三

流
抄
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

作
者
の
出
自
環
境
か
ら
、
影
響
が
想
定

さ
れ
る
親
房
注
は
親
房
独
自
の
思
想
性

に
関
わ
る
根
幹
の
部
分
で
は
、
取
り
入

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
説
話
的

部
分
で
の
類
似
は
あ
り
、
同
性
を
見
て

い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
大

ま
か
に
二
条
家
系
歌
学
に
位
置
付
け
ら

れ
て
き
た
が
、
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄

と
の
関
連
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
耕

雲
の
源
氏
物
語
注
釈
と
の
関
連
な
ど
、

問
題
点
と
し
て
浮
か
ん
だ
箇
所
を
、
今

後
さ
ら
に
綴
密
に
考
究
し
て
、
本
書
の

性
格
及
び
位
置
付
け
を
一
層
鮮
明
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
回

の
主
作
業
と
な
っ
た
他
注
と
の
対
照
表

は
対
照
者
に
よ
り
判
断
の
揺
れ
を
生
じ

て
い
る
危
険
性
を
含
み
な
が
ら
も
、
他

注
間
の
関
係
に
も
示
唆
を
与
え
、
そ
れ

な
り
の
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
う
。
本

書
は
、
注
と
、
用
語
索
引
、
諸
注
対
照

表
を
付
し
て
、
活
字
出
版
す
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
本
研
究
に
従
事
し
た
の

は
、
新
井
栄
蔵
、
小
高
道
子
、
久
保
木

寿
子
、
末
澤
明
子
、
高
梨
素
子
、
武
井

和
人
、
深
津
睦
夫
、
吉
川
栄
治
で
あ
る
。

ー

能
・
狂
言
の
上
演
記
録
（
演
能
記

録
）
は
、
能
楽
研
究
の
基
礎
資
料
で
あ

る
。
作
品
の
初
出
や
変
遷
を
知
り
う
る

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
演
出
法
の
分
か

る
記
録
も
あ
る
。
ま
た
、
役
者
の
活
動

の
時
期
や
内
容
を
窺
い
知
る
根
本
資
料

と
い
え
る
。
し
か
し
、
記
録
の
少
な
い

室
町
期
の
分
を
除
け
ば
、
演
能
記
録
の

大
部
分
は
未
だ
集
成
さ
れ
て
い
な
い
。

本
共
同
研
究
は
、
資
料
的
価
値
の
高
い

江
戸
初
期
以
前
の
記
録
を
選
び
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
の
資
料
処
理
の

方
法
を
視
野
に
入
れ
、
演
能
記
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
作
成
の
基
礎
を
築
こ
う
と
し

た
。

ま
ず
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
般
若

窟
文
庫
蔵
「
江
戸
初
期
能
組
控
」
を
サ

ン
プ
ル
に
、
昭
和
弱
～
弱
年
度
に
当
館

の
共
同
研
究
「
連
歌
資
料
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
処
理
の
研
究
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
「
連
歌
作
品
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
、
実
際
に
作
業

を
行
な
っ
た
上
で
、
種
々
の
問
題
点
を

討
議
し
た
。
原
本
尊
重
を
原
則
に
、
か

つ
デ
ー
タ
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
項
目

等
に
検
討
を
加
え
、
試
行
錯
誤
の
後
、

江
戸
初
期
以
前
の
演
能

記
録
の
総
合
的
研
究

樹
下
文
隆

ー

入
力
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
次
に
、

宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
「
古
之

御
能
組
」
を
入
力
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

新
た
に
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
討
議
を

重
ね
、
入
力
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
応
の
決

定
に
至
っ
た
。
デ
ー
タ
の
基
本
構
成
は
、

一
日
の
演
能
の
全
体
像
を
親
カ
ー
ド
に
、

そ
の
個
々
の
上
演
曲
に
つ
い
て
を
子
カ

ー
ド
に
記
し
、
整
理
番
号
・
上
演
年
月

日
・
能
狂
言
等
の
区
別
・
番
組
名
・
主

催
・
客
・
場
所
・
内
容
・
曲
名
・
シ

テ
・
ワ
キ
・
助
演
者
・
助
演
者
注
・
特

記
事
項
・
所
収
資
料
名
・
資
料
所
蔵
者

名
・
採
録
者
名
等
の
肥
項
目
と
し
た
。

年
月
日
・
演
者
名
・
曲
名
は
索
引
を
利

用
で
き
る
。

ま
だ
未
解
決
の
問
題
も
多
い
。
た
と

え
ば
、
役
者
の
名
は
踏
襲
さ
れ
る
の
が

常
で
将
来
的
に
は
謹
名
を
付
け
る
の
が

望
ま
し
い
が
、
そ
れ
は
デ
ー
タ
が
集
ま

っ
た
上
で
考
証
す
る
こ
と
と
し
、
今
回

は
デ
ー
タ
提
供
を
第
一
に
、
注
記
を
加

え
つ
つ
も
索
引
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

本
共
同
研
究
は
今
年
度
で
終
了
す
る

が
、
メ
ン
バ
ー
は
引
き
続
き
共
同
作
業

を
続
け
、
そ
の
成
果
は
、
個
々
の
研
究

に
反
映
き
れ
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に

は
総
合
的
な
演
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
公
開
を
目
指
す
。
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本
研
究
は
平
安
鎌
倉
時
代
の
唱
導
文

学
を
、
顕
密
の
法
儀
法
会
の
実
態
に
即

し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
特
に
法
会
を
芸
能
史
の
立

場
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
東
京
文
化
財

研
究
所
の
佐
藤
道
子
氏
を
中
心
に
、
寺

院
文
化
・
寺
院
構
造
を
研
究
し
て
い
る

方
々
と
相
互
交
流
・
相
互
刺
激
を
行
な

っ
て
い
る
。

研
究
方
法
は
、
顕
密
の
法
会
に
関
わ

る
個
別
的
研
究
報
告
と
、
源
為
憲
撰
三

宝
絵
下
巻
の
解
読
と
い
う
二
部
構
成
で

行
な
い
、
随
時
メ
ン
バ
ー
以
外
の
方
々

に
も
参
加
し
て
戴
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
三
回
の
研
究
経
過
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
先
ず
、
個
別
発
表
報
告

は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
立
場
か
ら
の
法

会
に
関
わ
る
多
様
で
刺
激
的
な
報
告
が

な
さ
れ
、
学
際
的
な
研
究
の
有
効
性
が

大
に
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

・
佐
藤
道
子
「
修
正
会
大
導
師
作
法
の

教
化
」

・
永
村
眞
「
門
跡
と
修
法
」

・
土
谷
惠
「
中
世
初
期
の
醍
醐
寺
三

宝
院
ｌ
座
主
方
の
組
織
と
運
営
ｌ
」

・
水
尾
寂
芳
「
論
義
法
要
の
意
義
に
つ

法
会
と
唱
導
文
学
に

関
す
る
学
際
的
研
究

山
崎
誠

・
千
本
英
史
「
法
華
験
記
の
優
婆
塞
と

優
婆
夷
」

・
小
峯
和
明
「
江
都
督
納
言
願
文
集
の

世
界
ｌ
白
河
院
と
法
勝
寺
関
係
願
文

ｌ
」

・
山
崎
誠
「
遍
智
院
僧
正
成
賢
編
密

宗
表
白
集
に
つ
い
て
」

ま
た
、
「
三
宝
絵
」
下
巻
輪
読
に
つ

い
て
は
、

比
叡
坂
本
勧
学
会

山
階
寺
浬
繋
会

御
斎
会

長
谷
寺
菩
薩
戒

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
報
告
し
、
そ
れ
を
も

と
に
議
論
検
討
し
た
。

三
宝
絵
の
年
中
行
事
の
記
述
は
、
従

来
い
か
な
る
疑
い
も
な
く
平
安
中
期
の

実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た

が
、
為
憲
の
虚
構
を
孕
む
可
能
性
も
解

き
明
か
さ
れ
て
来
て
い
る
ｃ

研
究
会
は
猶
、
一
回
分
を
残
し
て
い

る
が
、
発
展
的
な
計
画
と
し
て
、
顕
密

寺
院
に
於
け
る
年
中
行
事
の
総
合
年
表

化
な
ど
を
手
掛
け
て
み
た
い
と
考
え
て

い
ブ
（
》
Ｃ い

て
」 ー

一
国
文
学
研
究
資
料
館
報
第
三
十
四

一
号
．
三
十
五
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

－
よ
う
に
、
当
館
で
は
、
国
文
学
論
文
目

一
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ー
ビ
ス
の
開
始
に
向
け
て
の
試
行
を
実
施

《
し
て
お
り
ま
す
。

↑
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
オ
ン
ラ
イ

ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
問
題
は
、
お

↓
お
む
ね
解
決
で
き
て
試
行
に
踏
み
き
り

↓
ま
し
た
が
、
実
際
の
公
開
ま
で
に
は
、

↓
な
お
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
付

↓
帯
的
な
問
題
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

↑
の
面
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
の
面
で

一
も
、
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
館
内
で
検
索
の
試
行
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
他
機
関
の
協
力
を
頂

き
そ
れ
ら
の
機
関
か
ら
の
検
索
の
試
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
も
問

題
点
が
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
一
つ

一
つ
解
決
し
て
き
て
お
り
ま
す
ｃ

館
外
に
モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
し
て
検
索

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
試
行

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ｰ

の
試
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

も
、
い
ろ
い
ろ
の
問
題
点
が
出
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
一
つ
一
つ
解
決
し

て
ゆ
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
国
文
学
関
係
の
学
会
の
委
員
会
、

例
会
、
あ
る
い
は
、
大
会
な
ど
で
、
こ

の
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

利
用
に
必
要
な
こ
と
を
御
説
明
し
た
り

す
る
機
会
を
作
っ
て
頂
け
れ
ば
、
可
能

な
か
ぎ
り
当
方
か
ら
出
向
い
て
、
御
説

明
す
る
努
力
を
致
す
心
づ
も
り
を
し
て
ゞ

お
り
ま
す
。

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
》

成
の
業
務
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
準
備
室
》

か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
に
移
管
さ
れ
ま
坐

し
た
。
現
在
の
見
通
し
で
は
、
特
に
問
一

題
が
生
じ
な
い
か
ぎ
り
、
平
成
四
年
四
一

月
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
一一

般
公
開
に
踏
み
切
れ
る
条
件
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

に
０
１
■
伊
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新
古
今
歌
人
藤
原
家
隆
の
家
集
「
玉

吟
集
」
（
壬
二
集
）
は
、
知
ら
れ
て
い

る
三
系
統
の
伝
本
共
に
初
め
に
百
首
歌

以
下
の
定
数
歌
を
配
し
、
次
い
で
四
季
、

恋
、
祝
、
旅
、
雑
、
神
祇
、
釈
教
と
部

類
歌
が
並
ぶ
が
、
本
書
は
そ
の
四
季
部

類
歌
を
独
立
き
せ
配
列
を
改
編
し
た
六

四
五
首
か
ら
成
る
独
自
の
歌
集
で
あ
る
。

独
自
の
ね
ら
い
が
あ
っ
て
の
改
編
撰
集

で
、
流
布
本
玉
吟
集
の
残
欠
本
や
単
な

る
抄
出
本
で
は
な
い
。

本
書
の
現
状
は
巻
子
本
一
巻
の
軸
装

で
あ
る
が
、
本
来
は
四
半
の
列
帖
装
だ

っ
た
も
の
の
改
装
本
と
推
定
さ
れ
る
。

表
紙
は
金
茶
色
に
銀
糸
で
草
花
、
卍
、

七
宝
文
様
を
織
り
出
し
た
椴
子
表
紙

（
二
五
・
七
セ
ン
チ
×
二
三
・
九
セ
ン

チ
）
で
題
策
は
無
く
、
見
返
し
は
布
目

金
泥
の
斐
紙
。
本
文
料
紙
は
縦
二
五
・

七
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
乃
至

一
七
・
一
セ
ン
チ
の
斐
紙
九
○
紙
を
糊

継
ぎ
し
、
雲
母
刷
斐
紙
で
裏
打
し
て
あ

る
。
改
装
後
は
天
地
二
五
・
七
セ
ン
チ
、

横
一
四
○
○
・
五
セ
ン
チ
に
仕
立
ら
れ

て
い
る
。
軸
は
象
牙
、
竹
の
抑
え
に
紫

新
収
資
料
紹
介
⑪
Ｉ

玉
吟
集

の
組
紐
が
付
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
の
一

紙
ず
つ
の
幅
が
不
揃
い
な
の
は
、
行
間

を
揃
え
る
た
め
に
各
紙
左
端
の
墨
行
ぎ

り
ぎ
り
で
裁
断
し
て
い
る
か
ら
で
、
一

紙
十
行
書
き
二
首
一
行
書
き
、
詞
書

三
字
下
り
）
で
あ
る
こ
と
、
秋
部
に
二

紙
一
丁
分
と
推
定
さ
れ
る
脱
落
が
現
状

の
継
目
に
当
る
部
分
に
あ
る
こ
と
、
何

よ
り
も
補
修
前
の
部
分
に
左
右
対
称
と

な
る
虫
損
が
隣
接
す
る
二
紙
ず
つ
に
数

ヶ
所
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
列
帖
装
本
か
ら
巻
子
本

へ
の
改
装
が
認
定
で
き
る
。
原
本
の
書

写
年
時
は
室
町
末
期
、
改
装
は
表
紙
と

見
返
し
、
裏
打
紙
の
素
材
形
状
か
ら
江

戸
中
期
の
初
め
頃
と
推
定
し
て
お
く
。

な
お
、
極
礼
に
飛
鳥
井
雅
俊
筆
と
あ
る

が
、
飛
鳥
井
流
の
温
雅
な
筆
跡
で
は
あ

る
も
の
の
、
や
や
下
る
か
と
思
わ
れ
る
。

印
記
は
な
く
、
巻
軸
に
磨
滅
し
て
判
読

困
難
な
が
ら
、
「
田
嶋
次
郎
左
衛
門
」

と
辛
う
じ
て
読
み
と
れ
る
記
載
が
残
る
。

内
容
は
、
前
記
の
如
く
、
流
布
本
玉

吟
集
四
季
部
の
改
編
本
で
あ
る
。
新
編

国
歌
大
観
本
と
対
校
す
る
に
、
二
○
一

ー

六
、
二
○
二
七
、
二
三
八
三
～
二
三
九

六
、
二
五
八
一
の
一
七
頁
を
欠
き
、
代

り
に
春
部
に
後
度
百
首
の
一
三
三
、
六

百
番
歌
合
の
三
○
二
、
三
一
二
の
三
首

が
加
わ
っ
て
い
る
。
二
三
八
三
～
二
三

九
六
の
一
四
首
は
詞
書
を
含
め
る
と
丁

度
二
○
行
に
当
る
か
ら
、
一
丁
（
二

紙
）
分
の
落
丁
と
推
定
さ
れ
、
全
体
と

し
て
は
ほ
と
ん
ど
流
布
本
四
季
部
と
変

り
な
い
と
い
え
よ
う
。
大
き
く
異
る
の

は
歌
順
と
詞
書
の
表
記
で
、
流
布
本
よ

り
も
歌
題
、
歌
材
毎
に
ま
と
め
よ
う
と

す
る
傾
向
、
流
布
本
で
分
載
さ
れ
て
い

る
同
一
歌
会
歌
を
ま
と
め
て
行
く
傾
向

が
見
ら
れ
、
ま
た
大
き
な
相
違
と
し
て
、

二
～
四
首
ず
つ
歌
題
を
前
に
ま
と
め
て

一
行
に
表
記
（
更
衣
、
遅
桜
、
早
苗
の

如
く
）
し
、
そ
の
後
に
歌
の
み
を
連
続

し
て
記
載
す
る
な
ど
の
特
徴
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
略
記
さ
れ
て
見
易
い
印

象
も
あ
る
も
の
の
、
こ
の
改
編
に
よ
っ

て
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
誤
謬
も
ま
た
数

多
く
見
ら
れ
る
。
思
う
に
、
前
記
の
如

く
春
部
に
の
み
百
首
歌
三
首
の
混
入
現

象
の
見
ら
れ
る
の
は
、
当
初
流
布
本
巻

上
中
の
定
数
歌
を
解
体
し
て
四
季
歌
配

列
に
挿
入
、
構
成
を
再
編
す
る
企
図
が

あ
り
な
が
ら
、
四
季
歌
配
列
が
徹
底
し

ｰ

（
二
ペ
ー
ジ
よ
り
）

で
、
尾
本
圭
子
氏
の
御
世
話
で
日
本
関

係
書
名
を
閲
覧
用
の
カ
ー
ド
で
検
索
し

た
ｃ
絵
本
・
絵
入
本
が
相
当
あ
る
が
原

本
閲
覧
の
時
間
が
な
く
、
詳
細
は
後
日

を
期
し
た
い
。

終
り
に
、
改
め
て
小
杉
恵
子
氏
、
写

本
部
及
び
版
画
部
で
御
配
慮
い
た
だ
い

た
方
方
、
尾
本
圭
子
氏
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
長
）

た
題
構
成
に
な
っ
て
い
ず
、
歌
会
毎
の

小
歌
群
の
積
み
上
げ
に
な
っ
て
い
て
挿

入
困
難
と
な
っ
て
四
季
部
歌
の
み
の
改

編
に
戻
っ
た
こ
と
の
痕
跡
を
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
家
隆
歌
の
本
質
を
簡

略
化
し
た
形
で
鑑
賞
把
握
す
る
た
め
の

改
編
歌
集
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。
形

態
面
で
の
本
文
劣
化
は
否
め
な
い
が
、

歌
本
文
や
歌
題
、
詠
作
機
会
に
つ
い
て

の
本
文
も
資
す
る
点
は
多
い
。
編
纂
目

的
と
も
ど
も
検
討
に
価
い
す
る
伝
本
で

あ
る
。

（
文
献
資
料
部
松
野
陽
二
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扇
の
草
子
絵
巻
一
巻

江
戸
初
期
の
制
作
。
金
欄
梅
紋
唐
草

模
様
表
紙
。
扇
面
図
三
十
の
上
下
に
対

応
す
る
和
歌
を
散
し
書
き
し
た
絵
巻
で

縦
十
八
・
一
糎
、
横
三
八
三
・
二
糎
。

六
紙
を
継
い
だ
も
の
で
各
紙
（
そ
れ
ぞ

れ
約
十
八
・
一
糎
×
六
三
・
八
糎
）
に

扇
面
図
五
と
対
応
す
る
和
歌
五
首
を
添

え
る
。
用
紙
は
上
質
鳥
の
子
紙
、
金
泥
、

銀
泥
、
丹
を
豊
富
に
使
用
し
た
豪
華
本

で
あ
る
。

玉
屑
帖
一
冊

仏
書
の
稀
本
零
葉
集
。
全
四
十
四
葉
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
禿
氏
祐
祥
古
稀
・

高
雄
義
堅
華
甲
を
祝
っ
て
龍
谷
大
学
史

学
会
・
仏
教
史
学
会
有
志
が
編
ん
だ
も

の
。
古
写
経
・
大
蔵
経
・
古
刊
本
の
後

に
真
宗
古
典
の
零
葉
九
葉
を
貼
る
（
教

行
信
證
延
書
き
室
町
後
期
等
）
。

和
歌
潅
頂
次
第
秘
密
抄
写
一
冊

家
隆
仮
託
の
歌
学
書
。
内
題
「
一
宗

次
第
灌
頂
秘
密
」
。
奥
書
「
延
宝
二
年

甲
寅
六
月
二
日
、
山
州
於
山
科
寺
書
写
、

山
本
秀
俊
無
謹
軒
、
法
名
光
誰
自
祐
」
ｃ

伝
本
は
多
く
、
三
輪
正
胤
氏
に
よ
り
二

系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ

に
も
属
さ
な
い
大
幅
な
増
補
が
目
立
つ
。

新
収
和
古
書
抄
平
成
一
一
年

宝
物
集
三
巻
三
冊

寛
文
元
年
八
月
、
高
橋
清
兵
衛
板
。

小
泉
弘
氏
の
分
類
に
所
謂
平
仮
名
整
版

三
巻
本
系
甲
種
本
。
「
耕
文
堂
」
印
。

宝
物
集
七
巻
七
冊

元
禄
六
年
、
洛
城
書
津
梅
村
三
郎
兵

衛
板
。
小
泉
弘
氏
の
分
類
に
所
謂
第
一

種
七
巻
本
丙
種
。
一
般
に
言
う
元
禄
七

巻
本
。
「
春
翠
文
庫
」
印
あ
り
。

韻
字
中
本
写
二
冊
（
乾
・
坤
）

乾
冊
に
上
平
、
坤
冊
に
下
平
の
韻
字

と
用
例
を
集
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
略

韻
」
の
一
つ
。
冒
頭
に
諸
宗
に
つ
い
て

の
雑
記
が
あ
り
、
仁
如
集
堯
所
持
本
か

ら
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

文
字
の
配
列
は
基
本
的
に
は
聚
分
韻
略

に
従
い
、
「
外
（
聚
分
韻
略
に
な
い
字
ご

「
祖
」
「
氏
」
が
累
加
さ
れ
て
い
る
。
朱

引
き
入
。
末
尾
に
四
言
句
集
あ
り
。

五
字
城
・
梅
溪
集
大
本
写
合
綴
一
冊

前
者
は
五
山
聯
句
約
四
十
巻
を
雑
纂

し
た
も
の
で
、
月
舟
・
横
川
ら
の
点
を

朱
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て

の
巻
が
内
閣
文
庫
本
「
梅
花
無
尽
蔵
」

に
見
出
さ
れ
る
。
後
者
は
七
絶
を
主
と

し
た
五
山
詩
集
。
「
霊
兆
」
「
江
竜
／
紹

泰
主
」
と
記
名
あ
り
。

ｰ

）

藻
塩
草
大
本
十
冊

宗
碩
編
の
連
歌
辞
書
。
寛
文
九
年
刊
、

古
活
字
覆
刻
整
版
本
。
連
歌
語
彙
を
天

象
・
時
節
・
地
儀
な
ど
の
二
十
部
に
分

類
配
列
し
、
語
に
よ
っ
て
は
出
典
や
用

法
を
説
い
て
い
る
。

遺
傳
集
横
本
写
、
列
帖
装
一
帖

近
世
初
期
成
立
の
連
歌
作
法
書
「
い

ろ
は
新
式
」
の
一
本
。
「
無
言
抄
」
系

だ
が
、
記
事
は
よ
り
簡
潔
。
巴
（
紹

巴
）
、
価
（
玄
価
）
、
玉
（
玉
玄
ヵ
未

詳
）
の
説
を
多
く
引
く
。

に
に
ん
び
く
に
中
本
二
巻
合
一
冊

右
は
上
巻
内
題
。
下
巻
内
題
「
二
人

び
く
に
」
。
子
持
の
原
題
篭
に
「
二
人

ひ
く
に
」
。
江
戸
版
。
「
宝
永
七
寅
正
月

吉
祥
日
通
油
町
／
井
筒
屋
三
右
衛
門

板
」
の
刊
記
が
あ
る
。
「
山
谷
重
箱
」

「
骨
董
舎
」
「
骨
董
古
雑
籍
珍
重
舗
威
亨

堂
」
「
永
田
文
庫
」
「
残
花
書
屋
」
「
賓

南
」
「
ア
カ
キ
」
等
の
蔵
印
。
峡
裏
に

「
昭
和
十
四
年
九
月
三
日
浅
く
ら
に
て

求
む
は
ま
を
」
と
墨
書
。

一
体
諸
国
物
語
大
本
五
冊

仮
名
草
子
。
内
容
は
先
行
の
諸
書
か

ら
話
し
を
適
当
に
抜
出
し
て
、
主
人
公

を
一
体
に
置
変
え
た
も
の
。
本
書
は
巻

一
・
二
、
巻
三
・
四
、
巻
五
の
三
種
の

取
合
せ
本
。
巻
五
は
初
版
本
で
「
寛
文

十
二
王
子
暦
如
月
上
旬
寺
町
二
条
上

ル
町
表
紙
屋
庄
兵
衛
板
」
の
刊
記
を
持

つ
。
従
来
、
刊
記
を
大
幅
に
削
っ
た
後

刷
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

馳
川
鴎
蛎
酢
草
双
紙
合
巻
六
種
一

九
冊よ

う
こ
て
ん
の
あ
み
じ
ま

「
妖
狐
天
網
島
」
（
三
巻
、
天
保
三

け
ぢ
や
う
ぶ
み
あ
た
る
す
が
た
み

刊
）
、
「
戯
場
稿
本
當
現
建
」
（
二
巻
、

ふ
た
お
も
て
し
の
ぶ
よ
き
ぐ
ら

天
保
三
）
、
「
両
顔
忍
夜
桜
」
（
四
巻

か
る
か
や
ど
う
し
ん
つ
く
し
う
つ
し
え

天
保
四
）
、
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
の
写
絵
」

は
な
の
あ
に
さ
き
が
け
さ
・
う

（
三
巻
、
天
保
二
）
、
「
花
兄
魁
綴

し

と
う
せ
い
す
い
二

紙
」
（
三
巻
、
天
保
六
）
、
「
當
世
推
故

で
ん

は
い
ゆ
う
か
く
や

傳
」
（
二
巻
、
弘
化
五
）
、
「
俳
優
楽
屋

ざ
ふ
だ
ん

雑
談
」
（
二
巻
、
天
保
十
二

骨
皮
道
人
滑
稽
著
作
二
十
一
冊

痩
々
亭
骨
皮
道
人
著
の
ボ
ー
ル
表
紙

本
。
表
紙
一
八
・
五
×
一
二
・
三
糎
。

書
名
は
「
滑
稽
独
演
説
」
「
滑
稽
国
夢

物
語
」
「
滑
稽
狂
進
怪
」
「
滑
稽
一
口
演

説
」
な
ど
。
表
紙
絵
あ
り
。
明
治
二
十

よ
り
二
十
三
年
刊
。
価
格
金
二
十
銭
よ

り
五
十
銭
。
貸
本
屋
の
ラ
ベ
ル
（
「
第

十
六
号
、
壹
週
間
金
一
銭
」
）
あ
り
。

骨
皮
道
人
は
本
名
、
西
森
武
城
（
文
久

元
ｌ
大
正
二
年
）
東
京
生
。
世
相
、
風

俗
に
取
材
す
る
滑
稽
文
学
作
家
。

難
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評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
二

年
十
月
二
十
六
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
候
補

者
の
選
考
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
評
議
員
会
が
平
成
三

年
三
月
二
十
二
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、

委
員
会
日
誌

平
成
２
年

ｎ
月
略
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

哩
月
加
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

廻
月
妬
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
四
回
）

平
成
３
年

２
月
７
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
二

回
）

２
月
８
日
大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
一
回
）

２
月
８
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

２
月
岨
日
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運

用
委
員
会
（
第
一
回
）

２
月
妬
日
古
典
籍
総
合
目
録
委
員

会
（
第
一
回
）

彙
報

議
事
は
、
申
合
せ
の
制
定
並
び
に
管
理

運
営
の
概
況
並
び
に
平
成
三
年
度
予
算

内
示
及
び
科
学
研
究
費
補
助
金
並
び
に

平
成
三
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
評
議

が
行
わ
れ
た
。

運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
二
年
十
月
四
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
推
薦

候
補
者
の
選
定
及
び
教
官
人
事
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
四
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
三
年
二
月
二
十
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
並
び
に
申
合

せ
の
一
部
改
正
並
び
に
管
理
運
営
の
概

況
並
び
に
平
成
三
年
度
予
算
内
示
及
び

科
学
研
究
費
補
助
金
並
び
に
平
成
三
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

た
。

外
国
出
張

小
山
弘
志

岡
雅
彦

新
藤
協
三

小
峯
和
明

樹
下
文
隆

渡
航
先

目
的

ー

フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ

ン
脹
卜

在
仏
国
文
学
文
献
資
料

松
方
純

渡
航
先

目
的

安
永
尚
志

渡
航
先

目
的

北
目渡村

航啓
的先子

の
所
在
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
３
年
３
月
１
日
～

平
成
３
年
３
月
、
日

期
間

期
間

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
及

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
調
査

平
成
３
年
３
月
４
日
～

平
成
３
年
３
月
、
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
人
文
科

学
（
Ａ
Ｃ
Ｈ
）
・
文
学

言
語
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）
合

同
国
際
会
議
出
席
及
び

Ｔ
Ｅ
Ｉ
（
テ
キ
ス
ト
符

号
化
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）
調
査
研
究

平
成
３
年
３
月
過
日
～

平
成
３
年
３
月
妬
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
人
文
科

学
（
Ａ
Ｃ
Ｈ
）
・
文
学

言
語
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
）
合

同
国
際
会
議
で
の
論
文

ー

人
事
異
動

（
平
成
２
年
、
月
～
平
成
３
年
２
月
）

（
併
任
）
平
成
２
年
ｎ
月
１
日
～
平
成

３
年
３
月
別
日

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

寺
島
恒
世
（
山
形
大
学
助
教
授
）

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
教
授
）

中
村
康
夫
（
鳥
取
大
学
医
療
技
術

短
期
大
学
部
助
教
授
）

海
外
研
修
旅
行

丑
木
幸
男

大
藤
修

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
史
料
管
理
及
び
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
養
成
の
研
究

（
丑
木
）

文
書
館
制
度
と
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
養
成
制
度
の
調

査
・
研
究
（
大
藤
）

期
間
平
成
２
年
、
月
弱
日
～

平
成
２
年
皿
月
１
日

発
表
並
び
に
人
文
科
学

へ
の
応
用
に
つ
い
て
の

技
術
交
流

期
間
平
成
３
年
３
月
喝
日
～

平
成
３
年
３
月
犯
日
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）
）

！
…
…
…
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
！
…
…
…
１
１
‐
１
１
１
１
１
…
！
‐
１
１
…
！
…
…
…
…
Ｉ

多
い
参
考
開
架
図
書
が
使
い
に
く
い
、
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
水
府
明
徳
会
彰
考
館
資
料
の
サ
ー
ビ
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
検
討
の
川
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

ス
区
分
変
更
に
つ
い
て
結
果
、
こ
の
よ
う
に
入
れ
換
え
を
行
う
資
料
目
録
一
九
九
○
年
」
（
第
Ｍ
冊
）

こ
れ
ま
で
水
府
明
徳
会
彰
考
館
の
マ
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
目
録
に
は
、
二
四
所
蔵
者
（
文

イ
ク
ロ
資
料
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
ン

庫
）
分
、
七
、
四
九
○
点
が
収
録
さ
れ

ク
（
サ
ー
ビ
ス
区
分
）
は
、
「
Ｂ
」
（
紙
◆
「
国
文
学
研
究
資
料
館
報
告
」
第
掴
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
七
所
蔵
者
（
文

焼
写
真
、
電
子
複
写
可
）
で
し
た
が
、
号
の
刊
行
に
つ
い
て
庫
）
が
、
今
回
新
た
に
収
録
さ
れ
る
も

こ
の
た
び
水
府
明
徳
会
（
徳
川
斉
正
会
当
館
で
は
、
当
館
の
業
務
報
告
と
し
の
で
す
。

長
）
の
ご
意
向
に
よ
り
、
「
Ｅ
」
（
複
写
て
「
国
文
学
研
究
資
料
館
報
告
」
を
こ
収
録
所
蔵
者
（
文
庫
）
は
、
次
の
と

不
可
、
閲
覧
の
み
）
に
変
更
に
な
り
ま
れ
ま
で
ｎ
号
（
昭
和
詔
年
刊
）
ま
で
刊
お
り
で
す
（
＊
印
は
新
規
収
録
分
）
。

し
た
。
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
文
庫
比
所
蔵
者

今
後
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
資
料
の
「
古
典
籍
総
合
目
録
ｌ
デ
ー
タ
ベ
ー
卯
刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
（
村
上

複
写
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
、
彰
ス
の
構
築
と
出
版
」
と
題
し
て
第
吃
号
文
庫
）

考
館
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詔
東
洋
文
庫

水
府
明
徳
会
彰
考
館
同
報
告
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
岨
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

〔
住
所
〕
〒
川
水
戸
市
見
川
一
ノ
ー
二
始
ま
っ
た
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業
弱
陽
明
文
庫

一
五
ノ
ー
に
つ
い
て
、
「
古
典
籍
総
合
目
録
」
（
平
鋤
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

〔
電
話
〕
○
二
九
二
’
四
一
’
二
七
二
成
２
年
、
岩
波
書
店
）
刊
行
を
機
に
、
蛇
上
田
亜
坐
図
書
館
（
花
月
文
庫
）

そ
の
業
務
な
ら
び
に
古
典
籍
総
合
目
録
狐
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
を
ご
報
告
す
る
瀕
大
和
文
華
館

◆
参
考
開
架
図
書
と
紙
焼
写
真
本
の
入
も
の
で
す
。
剛
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京

れ
換
え
に
つ
い
て
な
お
、
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業
誌
料
）

こ
の
た
び
三
階
参
考
閲
覧
室
の
参
考
は
、
現
在
も
作
業
中
で
あ
り
、
今
後
も

加
多
和
文
庫

開
架
図
書
と
二
階
閲
覧
室
の
紙
焼
写
真
継
続
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
鯛
松
宇
文
庫

本
と
を
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
入
れ
換
え
を

加
金
沢
亜
坐
図
書
館
（
稼
堂
文
庫
）

行
い
ま
し
た
。
◆
所
蔵
目
録
刊
行
の
ご
案
内
妬
金
城
学
院
大
学
図
書
館

昨
年
の
参
考
開
架
閲
覧
室
の
改
装
に
こ
の
た
び
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」
加
大
須
文
庫

伴
い
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
、
利
用
の
「
逐
次
刊
行
物
目
録
」
の
最
新
版
が
刊
畑
＊
盛
岡
市
中
央
公
民
館

０
６
口
Ｂ
４
９
０
ｌ
９
０
０
０
０
９
０
９
ｐ
９
９
０
０
９
０
６
０
０
９
０
ｑ
Ｉ
８
０
９
０
ｐ
９
Ｉ
Ｉ
０
６
０
１
１
０
０
８

”
＊
武
生
市

油
＊
立
命
館
大
学
図
書
館
（
西
園
寺
一

文
庫
）

棚
＊
熊
本
大
学
国
文
学
研
究
室
一

剛
＊
国
立
中
央
図
書
館
〔
台
北
市
〕
一

瀬
尊
経
閣
文
庫

打
大
方
保

祁
＊
温
泉
寺

田
＊
広
瀬
神
社

⑧
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行
一

物
目
録
一
九
九
一
年
」

収
録
誌
数
は
、
前
年
分
よ
り
六
四
誌
一

増
え
、
三
、
四
五
七
タ
イ
ト
ル
で
、
昨
一

年
十
二
月
末
ま
で
の
受
入
れ
分
が
収
録
一

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
市
販
に
つ
い
一

て「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
一

資
料
目
録
一
九
八
九
年
（
縮
刷
版
）
」
一

（
第
過
冊
）
が
笠
間
書
院
よ
り
刊
行
さ
一

れ
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
（
定
価
八
、
二
一

四
○
円
）
。
な
お
今
回
は
、
昨
年
刊
行
一

さ
れ
た
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ー

ク
ロ
資
料
目
録
書
名
索
引
一
九
七
六
年
一

’
一
九
八
八
年
」
が
巻
末
に
付
さ
れ
て
一

い
ま
す
。
既
刊
十
二
冊
と
あ
わ
せ
て
御
一

利
用
く
だ
き
い
。
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年度春季学会開催一覧平成
一
一
一

①蜘務局②学会IMIII!II③会場(記戦のな↓‘ものは米定、またはｲの学会なし）

日本児童文学会①〒182調布市緑

ケ丘l-25白百合女子大学児童文化

研究室気付03-3326-6910

日本社会文学会①〒102千代田区

富士見2-17-1法政大学文学部西

田勝研究室内03-3264-9751@5月

25，26，27日③新潟厚生年金会館

他

日本文学協会①〒170豊島区南大

塚2-17-1003-3941-2740@6月

30H③大東文化大学

日本文学風土学会①〒214川崎市

多摩区東三田2‐1‐l専修大学文

学部国文学科内044-911-7131@6

月15日③専修大学

日本文芸研究会①〒98O仙台市青

葉区川内東北大学文学部国語学I玉1

文学研究室内022-222-1800内2503

②6月8，9日③東北大学

日本文体論学会①〒110台東区下

谷1-5-34三修社内03-3842-1711

②6月21,22日③早稲田大学

日本方言研究会①〒115北区西ケ

丘3‐9－14国立国語研究所気付日

本方言研究会幹割3-3900-3111

俳文学会①〒663西宮市池開町6

‐46武庫川女子大学文学部島津忠夫

研究室内0798-47-1212

万葉学会①〒558大阪市住吉区杉

本3-3-138大阪市立大学文学部同

語'五l文学研究室内06-605-2413･

2414

紫式部学会①〒230横浜市鶴見区

鶴見2-1-3鶴見大学文学部日本

文学科研究室内045-581-1001内242

和歌文学会①〒102千代田区三番

町6二松学舎大学国文学研究室内

03-3261-7406

和漢比較文学会①〒228相模原市

文京2-1-1相模女子大学国文科

矢作研究室内0427-42-1411

全国大学国語国文学会①〒101千

代田区猿楽町1-3-1桜楓社気付

03-3295-8774②6月8，9日③

中央大学駿河台記念館

中古文学会①〒169新宿区西早稲

田l-6-1早稲田大学教育学部中

野幸一研究室内03-3203-4141@5

月25,26H③二松学舎大学

中世文学会①〒113文京区本郷7

-3-1東京大学文学部国文学研究

室内03-3812-2111@5月24,25,

2611③白百合女子大学

日本演劇学会①〒169新宿区西早

稲田1-6-1早稲田大学演劇博物

館内03-3203-4141内5214@6月1

日③日本大学

日本音声学会①〒110台東区東上

野3‐25‐6蒼洋社ビル5FO3

-3839-3957

日本歌謡学会①〒63O奈良市高畑

町奈良教育大学真鍋研究室内0742

-27-9153@10月13,14H③大東

文化大学

日本近世文学会①〒184小金井市

貫井北町4-1-1東京学芸大学国

語教育学科古典第6研究室内0423

-25-2111内2311@6月29,30R

③fj:lll学院大学

日本近代文学会①〒150渋谷区東

4‐10-28国学院大学文学部日本文

学第8研究室内03-3409-0111内538

②5月25,26日③専修大学神田校

舎

日本口承文芸学会①〒114北区西

ケ原4-51-21東京外国語大学アジ

ア・アフリカ言語文化研究所川田研

究室気付03-3917-6111内384@3

月16日③中央大学駿河台記念館

日本膳教育学会①〒107港区赤坂

1-8-10第9興和ビル内03-3584

-4872

解釈学会①〒101千代田区神田神

保町2-46教育出版センター内03-32羽

一別銘

歌舞伎学会①〒16O新宿区西早稲

田l-6-1早稲田大学演劇博物館

内03-3203-4141内2465@5月26日

③ラフォーレ原宿

訓点語学会①〒192-03八王子市

東中野742-l中央大学文学部国文

一学研究室内0426-74-3789②5月24

日③甲南女子大学

芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6075-761

‐8718②6月9日③京都大学芝

蘭会館

計且国語学会①〒167杉並区善福

寺2丁目東京女子大学3号館1113･

室03-3395-1211内305

国語学会①〒113文京区本郷7-

3‐l東京大学文学部国語研究室内

03-3812-2111@5月25,26日③

甲南女子大学

昭和文学会①〒101千代田区猿楽

町2‐2‐5笠間書院内03‐3295‐

1331@6月8日③大正大学

説話文学会①〒154世田谷区太子

堂1‐7昭和女子大学文学部日本文

学科松田研究室内03-3411-5111内

-310@6月22,23日③昭和女子

大学
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